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教師研究と教育活動の結節点にある問題意識と挑戦課題
高谷哲也(鹿児島大学)
TAKATANI Tetsuya (Kagoshima Universily) 
1 本稿の目的
大阪市立大学大学院後期博士課程を修了し、
5年が過ぎた。最初の2年聞を大阪市立大学文
学部特任講師として勤め、 2009年度より、鹿児
島大学教育学部にて、教職を目指す学生達と向
かい合っている。毎日が充実した教育・研究生
活であり、そのような環境に身をおけているこ
とに感謝する日々であるというのが、偽りのな
い現在の心境である。
本稿では、過去の自身の問題関心にまで遡り、
研究関心の源泉を改めて確認するとともに、現
在、どのような教育・研究活動に注力している
かを整理する作業を進めたい。それによって、
自身の現在の意欲・充実感が何に起因するもの
なのかを改めて自覚することができると恩われ
るカミらである。
2 研究関心の核にあるテーマ
私の研究関心の核には、「教師とはどのような
存在であるかjという聞いが常に存在している。
それは、時に「教師はし、かにあるべきか」、「求
められる資質能力は何か」という教師論の聞い
に、ある時は「教師はどのように成長していく
のか」という教師教育の聞いに、そして、「教師
の成長を支える学校組織や経営上の要件とはな
にか」といった学校経営の聞いに、様々な形に
姿を変えて現れてくる。
そのような研究関心の核をなしているテーマ
は、改めてふり返ってみると、自身が中学・高
校時代に抱いた教師や学校に対する強い不信感
や反感が出発点となっている。それも大きく 2
種類のタイプの教師に対する不信感・反感であ
ったと回想される。
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ひとつは、人権感覚の低い権威主義的教師の
タイプである。口では「学校の主役はお前たち
だ」と言いながら、平気で暴力を振るったり人
格を傷つける言動や暴言を吐いたりする教師、
権威を振りかざす方法でしか指導力を発揮でき
ない教師、またはその下に生徒を従わせること
が生徒指導だと勘違いしていると恩われる教師
などである。そしてもうひとつは、多様性に富
む社会とのつながりが感じられないタイプの教
師である。たとえば、偏差値というものさしで
しか人の価値や人生の成功を語れないなど、特
定の狭い価値観に強く偏っている教師、進路指
導や学校教育の中で、世の中の様々な価値観・
生き方に触れる機会を提供できない教師などで
ある。
もちろん、誤解のないように断っておくと、
すべての教師が一般的にそうであると言うつも
りは毛頭無いし、思ってもいない。人権感覚の
高い教師や、社会性に富んだ教師にも数多く出
会ってきたし、「すべての教師がそうあらねばな
らないJという主張には、慎重な議論が必要だ
とも考えている。
しかし、自身が教師研究の道に進むきっかけ
となった問題関心の出発点が、そのような教師
や学校に対する不信感・反感にあったことは確
かである。それが後々、「教師とはどのような存
在であるか」、「教師の成長を支える要件はなに
か」という、現在の自身の研究テーマを具体的
に形作っていくことになる。不信感・反感から
出発した問題意識が、そのようなテーマに転換
していくきっかけは、記憶を辿ってみると、高
校時代にあったように思われる。当時、偶然目
にした、石川テレビ製作の金森俊朗の小学校
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5・6年生の学級を追ったドキュメンタリー番
組に、深く感銘を受けたことを今でも鮮明に覚
えているからだ。金森の実践は、「教師とはどの
ような存在であるか」というテーマを、教師不
信という一方向からではなく、多角的に追究す
る視点をもっきっかけを与えてくれるものだっ
た。
そして、大学院で学び教員評価研究を進める
中で、「教師とはどのような存在であるか」、「教
師の成長を支える要件はなにか」という問いが、
研究開心の核として確立していった。特に、教
員評価という、立場によって様々な考えが交錯
する問題を論考する際に、教師不信の視点や制
度批判の視点などに偏ることなく、教員の職能
向上という目的と評価方法との整合性を理論的
に追究することを、常に意識し続けることがで
きたのは、そのような問題意識が明確に確立し
ていたことが大きいと感じる。
3 教員志望学生との問で生まれた問題意識
その後、教員養成に携わり、教職を目指す学
生たちと日々向き合うようになってから、ある
問題意識を強く抱くようになった。それは、学
生に、「教師とはどのような存在であるか」、「自
分が教師になるとはどういうことか」、「教師と
してどう生きていくか」を深く考える機会を提
供することの重要性である。
一般的に、大学生は、就職活動を通して、自
己分析や業界・企業分析を深めていく。数々の
セミナーや説明会への参加、OB訪問等を通して、
長期にわたって自己と向き合っていく。その過
程で、他の多くの同年代の応募者の能力や価値
観に触れて自己を相対化したり、人にプレゼン
テーションできるレベノレまで自己理解を深めた
り、各業界の実態や内実と自身の職業観を対比
させ、1O~20 年先の社会人としての自己イメー
ジやキャリア目標を形成したりする機会が生ま
れる。しかし、就職活動を最初から教員採用試
験一本に絞った学生は、そのような機会をほと
んど得ることができていないように見受けられ
る。
実際、多くの教員志望学生が、面接試験に向
けた準備の段階で、初めて、自己分析の甘さに
気づき、苦労することになっている。その職業
を志望する理由、「なぜ教員になりたいのか」と
いう基本的な聞いですら、「過去に出会った教師
へのあこがれ」や「部活動の指導をしたいJ、「子
どもの成長に関われる」といった、自身の噌好
や自己欲求の実現の範囲にとどまった理由しか
答えられず、それ以上の深まりを出せずに悩む
者が大半を占めている。たとえば、自己分析の
結果を踏まえ、自分にはどんな力や特性があり、
何に向いておりどんな事柄に貢献でき、それが
当該分野にとってどんな意味があるのか、そし
てそれらが自身の目指すキャリアや呆たしたい
社会的役割とどう一致しているのか。志望理由
をそのようなレベルまで深めて語れる者はほと
んどいないし、そこまで語れる段階に至るには
相当な苦労を要することになる。業界分析に至
つては、教育界の動向や各自治体の教育情勢に
ついて調べ、自身の理想の教育理念や働き方・
生き方と比較検討したうえで、教職や応募自治
体を選択する学生の数は、極めて少ないように
思われる。中には、通常の就職活動では最も基
本的な情報として収集する、採用側が求めてい
る人材、初任給や平均年収、福利厚生、研修体
系といった、基本的な労働条件や職場環境に関
する情報すら把握していない者もおり、驚かさ
れる。
教員採用試験の性格上、それに向けた準備は
どうしても、自己と向き合う就職活動というよ
りは、試験内容と向き合う受験勉強のような側
面が強くなる傾向があるからだろう。多くの教
員志望学生は、試験問題対策に意識が集中し、
試験勉強ならびに実技試験対策に追われる日々
を送っている。そのような中では、自己分析の
重要性に気づくことも、そのために必要な機会
に身を投じることも、できないことが多い。そ
の場合、一般的に就職活動を行っている者が、
おのずとその過程で直面し経ることのできる経
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験を、あまり積むことができないまま、社会人
になることになる。たとえば、多数の応募作業
や様々な採用方法を通して自己分析や業界理解
を深める機会や、多種多様な応募者との交流を
通して自己を客観視する機会、短期間に不採用
経験を何度も積み重ね自己を否定される経験、
先輩社会人や経営者とのやりとりを通して経済
や社会情勢を肌で感じる経験などである。これ
からの教員に、教員の職務から必然的に求めら
れる資質能力だけでなく、社会常識や社会人と
しての資質能力も重要な要素として求められて
いることを考えれば、それに代わる機会を創出
する必要性を強く感じている。
4 教員養成における挑戦課題
そのような問題意識のもと、現在、学生自身
が自己分析を深め、「自分が教師になるとはどう
いうことか」、「教師としてどう生きていくか」
を深く考えることのできる機会と、現職教員や
異業種に身を置く社会人と交流したり共に問題
解決したりする機会を、いかに提供していくか
という課題に挑戦している。
前者については、講義内や自主勉強会等で、
「教職に就くとはどういうことか」や、教育問
題等について徹底的に考える機会を設けている。
というのも、たとえば、「体罰の是非Jや「教員
に求められる倫理観・人権感覚」といったテー
マについて、真剣に議論したり考えたりした経
験が一度もないという学生が少なくないことを
知ったからだ。
そこで、実際に、ある講義で懲戒と体罰につ
いて学ぶ中で、「体罰の是非」について議論する
機会を設けてみた。すると、互いの価値観・教
育観に触れあうことによって、学生の思考がい
くつかの側面から深まることが確認された。最
初、 1割程度の学生が、「体罰は絶対必要」だと
考えており、 3割程度の学生が「体罰が必要な
場合もある」と考えていた。また、「どんな程度
であれ体罰は絶対に反対j だと考えていた学生
も、「学校教育法で禁じられているj、「暴力によ
る指導は許されない」以外の説得的な理由を語
れる者は多くなかった。しかし、「体罰の是非」
について、グループや教室全体で議論を深めて
いくと、「そもそも、叩くことによって理解させ
ようとしていることは何か」、「理解させる方法
として妥当かJ、「指導だからという理向で叩い
て良いのか」、「なぜ教師は安易に叩くのか」と
いった、根本的な疑問が次々と浮上してきた。
そしてそれらは、「体罰の問題がなぜなくならな
いのか」という、本質的な問題の検討へと至っ
ていく。議論を経た後の学生のふり返りからは、
「知識として『体罰は良くない』と理解してい
るだけでは意味がなし、」といった感想をはじめ、
「体罰に代わる指導方法」について専門的に学
ぶ必要性や、自身の経験や想いだけで安易に体
罰の是非を判断することの危険性を認識したと
いった、知識理解の段階を越えた問題理解の必
要性を認識した旨の感想が多く寄せられた。ま
た、 rw教師として』体罰の問題とどう向き合っ
ていくかJについて、自分なりの解や信念を持
てるまで学習したり、考えを深めたりしていく
必要性を実感したという旨の感想も、 定数現
れてきた。
これは一例であるが、数々の教育問題などを
テーマに真剣に議論する機会を提供していくこ
とによって、学生が自身の教育観や教職観と向
き合い、自己分析を深めることが可能になるの
ではないかと手応えを感じている。
一方後者については、講義の内外において、
現職教員はもちろんのこと、教員以外の社会人
とも語り合ったり、議論したり、共に問題解決
に取り組んだりする機会を提供している。また、
通常教員志望学生は、学校支援ボランティアな
ど、教育現場へのボランティア参加志向性が高
いため、そのような機会を多く提供しがちだが、
むしろ学生時代にしか経験できない企業や非営
利団体でのインターンシップやセミナーなどに
参加する機会も提供できるよう、関係者と連携
の創出を試みている。
教員志望学生たちは、学生生活をはじめアノレ
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バイトやボランティア経験などを通して、様々
な力や社会性を身につけている。ただ、教職と
いう職業とのマッチングという視点からそれら
の経験やカを自分なりに意味づけたり、様々な
分野で活躍している多様な社会人との比較を遇
して自己を分析したり、教職に就く自身のあり
方を明確化していったりといった作業は、その
ような機会を意図的に創出しなければ、その必
要性に気づくことさえ難しいようである。その
ため、そのような機会をどのように提供してい
くか、それが教員志望学生にとってどんな意味
があるか、実践的に試行錯誤しながら、研究知
見としても整理を進めていきたいと考えている。
5.教員養成改革と教育・研究活動
現在、教員養成の質保証が極めて重要な問題
となっている。身につけさせるべき「最小限必
要な資質能力」とは何で、その獲得状況をどの
ように把握するのかが、重要な課題となってい
る。各種答申等においても、「実践的指導力」の
育成が繰り返し唱えられており、教員養成にお
ける実習・体験型の学習機会の充実が進められ、
理論と実践の往還が可能となる学びの充実が進
められている。
このような動向は、教員養成機関が、最新の
教師研究の知見に立脚した教員養成のあり方を
再構築していく貴重な契機となっている。また、
実践志向性の高い現在の教員志望学生のニース、
にも応じることになるだろう。しかし、同時に、
教員養成において提供する学びを、誤った方向
へ大きく変容させてしまう危険性も卒んでいる
と思われる。
たとえば、別惣ほか (2008)の調査では、教
職志望学生、新任教員ともに「圧倒的な『実践』
志向が見られる」ことが報告されている。そこ
では、「学校現場での体験を踏まえた授業、ある
いは教育の現実の具体的な問題に却した授業を
『よかった』とする芦がほとんどであり、その
陰で一般教養をはじめとする基礎的な学問、理
論に関する科目をあげる声は少ないJ(p.23) こ
とが報告されている。この点では、教員養成に
おける実習・体験型の学習機会の充実は、学習
者側のニーズと 致した学習機会の提供に寄与
することになるだろう。しかし、「端的に言えば
教職意識の強い学部生と、新卒新任の教員たち
の望む教員養成機関が限りなく『専門学校』で
あることを意味しているJ(p.S4) と述べられて
いるように、仮に、このような学生の噌好性や
ニーズへの対応のみが過度に重視される文脈で
養成の改変が進めば、本来養成段階において学
び、経験し、身につけるべき事柄が、学ぶ側が
望む学びに限定されたり倭小化されたりしてい
く可能性がある。顧客主義に基づいた評価・改
革路線を取りやすい現在の社会の傾向が、それ
を後押しする可能性もあり、教師研究の知見に
基づいた開発的探究の必要性を感じている。
2012年7月現在、とりまとめが進められてい
る中央教育審議会教員の資質能力向上特別部会
による議論を経た答申案では、「学び続ける教師
像Jが提起されている。上記の問題に加え、教
員養成と現職教員の資質能力向上の連続性をど
のようにもたせていくかが課題となっている。
多様な視点から自己分析を深め、常に自己を見
直し続けることのできる力、省察する力といっ
たものを、養成段階ならびに現職教育でいかに
育んでいくかという、まさに、自身の研究関心
の核となるテーマを教育上、研究上の両面にお
いて追究する日々である。鹿児島に研究フィー
ノレドを得て3年、今年度より精力的に学校現場
での教員の学びの実態調査・開発的研究に取り
組んでいる。常に現場の事実に真撃に学びなが
ら、進んでいきたいと 4思っている。
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